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福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社ケアシステムズ

アートチャイルドケア　わらび 種別：

℡
 〒335-0005

埼玉県蕨市錦町1-17-24

定員(利用人数)：

 048-434-6123

〇保育理念や目標の実現に向けた保育の実施に取り組んでいる
「一斉保育をしている」、「年齢の違う子どもとも遊ぶ機会が多い」などの回答が保護者アンケー
トにあり、園では保育に異年齢交流を取り入れている。特に５歳児は小学校進級に向け徐々に午睡
時間を減らしていくが、その分雑巾掃除をしたり、小さい子の面倒を見に行くなどしている。「全
体的な計画」にも「１年間の後半時期に年長クラスが乳児クラスの身の周りのお世話をする」と謳
い、具体的な異年齢児保育の取り組みを行っている。法人・園の保育理念や目標の実現に向けた保
育の実施に取り組んでいる。

〇子ども１人ひとりを尊重した保育を行っている
生活や遊びを通して子どもの「個性」を伸ばす独自のカリキュラム（体操教室・英語教室・リト
ミック・散歩・地域のボランティアによる読み聞かせ等）を取り入れ、子ども１人ひとりを尊重し
た保育の実践につなげている。できることだけに着目するのではなく、できるようになることを見
通して子どもと関わり、子どもの力を見つけて引き出すことができるように取り組んでいる。今回
実施した保護者アンケートにおいても、園の取り組みについては高い満足度が聞かれている。

代表者氏名：

所在地：

105 名  長谷川　照子

◇特に評価の高い点

〇職員の定着を図り、保育の質の充実・向上に取り組んでいる
保護者アンケートの意見の中に「職員の退職が多く、入れ替わりが激しいのが気になる」など職員
の定着に関する意見が多く聞かれている。保育現場では、人数にゆとりがない、時間がなく忙しす
ぎ、希望を出しても有給がとりずらいのが実態である。園でもその状況を把握しており、その上で
少ない職員数の中で、少しでものびのびと子どもらしい充実した保育園生活を送れるように配慮し
ており、子ども達を守り無事に一日を過ごすことが出来るように、職員一同で力を合わせて保育を
実践するように努めている。園長は職員の定着を図り、保育の質の充実・向上に取り組んでいる。

〇地域との連携を多角的に取り組んでいくことを目指されたい
地域社会との関わりとしては、戸外活動として近隣の公園や散歩などを積極的に取り入れている。
また、その際には地域の人々と挨拶を交わしたり、交通ルールを覚えたりなど、社会性を身に付け
る機会としている。さらに、園の専門性（育児相談、眠育相談などの保育活動に加え、防災訓練や
不審者対応、身体測定など）を地域社会への還元する取り組みを検討されたい。新型コロナウイル
ス収束後には、保育園側から地域への働きかけを積極的に行うことが期待される。

◇特にコメントを要する点

　令和　２年　８月　１日（契約日）～令和　３年　３月３１日（評価結果確定日）
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⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

園としての中・⻑期計画の策定を早速⽴てることとする。

地域の福祉向上のための取り組みはなかなか取り掛かれないでいる。

現状の職員体制で出来ることを⾝近なところから取り組めたら良いのだが⽇々の業務に追われて

中々実現できない。
コロナが落ち着いたらぜひ近隣保育園との交流を持つところから始めたい。


